
国際戦略港湾等の整備 国土交通省

コンテナ船・ばら積み貨物船の大型化等への対応として、国際コンテナ戦略港湾及び国際バルク戦略港湾の岸壁等の整備を行う。
また、世界最大の重油燃料供給拠点であるシンガポールと連携しつつ、我が国におけるLNG燃料供給（LNGバンカリング※）拠点の形
成に向けた検討を行う。

① 施策の目的

我が国の産業競争力の強化に加えて、国民の雇用と所得の維持・創出を図る。

② 施策の概要

③ 施策の具体的内容

※LNGバンカリング：液化天然ガス（LNG）を燃料とする船舶へのLNG供給

【国際コンテナ戦略港湾政策】 【国際バルク戦略港湾政策】

企業間連携による大型船を活用した効率的な海上輸送網の形成（イメージ）

【具体的な取組の例】
● ばら積み貨物の海上輸送網の拠点となる港湾の機能強化
 大型船に対応した国際物流ターミナルの整備等

● 企業間連携による大型船を活用した共同輸送の促進支援
 荷さばき施設等の整備に対する補助、税制特例措置等

「集貨」、「創貨」、「競争力強化」の施策の推進、LNGバンカリング拠点の形成

これまで これから

中型船による輸送

（個々の企業による輸送）

海外積出港

Ａ港 Ｂ港 Ｃ港

国際コンテナ戦略港湾への「集貨」

国際コンテナ戦略港湾の
「競争力強化」

国際コンテナ戦略港湾背後
への産業集積による「創貨」

○国際コンテナ戦略港湾の港湾運営会

社に対する集貨支援（アジア地域か

らの広域集貨を含む）

○国際コンテナ戦略港湾背後に立地

する物流施設の整備に対する支援

○コンテナ船の大型化や取扱貨物量の増大等に対応す

るための、大水深コンテナターミナルの機能強化

○荷役システムや情報技術を活用した海上コンテナ物

流の高度化実証事業等によるコスト削減、利便性向

上のための取組の推進

○国際コンテナ戦略港湾の港湾運営会社に対する国の

出資
LNGバンカリング拠点における

燃料供給のイメージ

LNGバンカリング拠点の
形成

コンテナ船

LNG燃料供給船

大型船による大量輸送

（複数企業によるばら積み貨物の相積み等）

海外積出港

Ａ港
Ｂ港 Ｃ港

二次輸送
（内航船）

複数港寄り
（大型船）

鉄鉱石

石炭

穀物
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インフラなどの海外展開支援（JBIC、JICA） 財務省

① 施策の目的

② 施策の概要

③ 施策の具体的内容

新興国を中心に拡大する世界のインフラ需要に対し、我が国の技術力等を活かした「質の高いインフラ投資」を推進することで、相手国の経済発展に
貢献するとともに、新興国の成長力を取り込み、日本の経済成長につなげるもの。

平成28年5月に公表された「質の高いインフラ輸出拡大イニシアティブ」において、今後５年間でインフラ分野に約2,000 億ドルの資金を供給することを
目標としていることを踏まえ、国際協力銀行（JBIC）、国際協力機構（JICA）の積極的な活用や財務基盤の強化を通じて、日本企業の海外インフラ展開
を支援する。

「質の高いインフラ輸出拡大イニシアティブ」（抜粋）
経協インフラ戦略会議（平成２８年５月２３日開催）

 世界の膨大なインフラ需要等に対応し、資源価格低迷による世
界経済の減速及び将来の資源価格高騰リスクを低減させ、日
本企業の受注・参入を一層後押しするため、今後５年間の目標
として、インフラ分野に対して約2,000億ドルの資金等を供給す
る。

 JICA、JBIC、NEXI、JOGMECその他の関係機関の財務基盤の確保

質の高いインフラ輸出に果たす円借款の役割と規模の重要性に鑑
み、拡大する円借款の持続的な供与を可能とするとともに、関係機
関のリスクマネーの供給拡大を可能とするよう、JICA、JBIC、NEXI、
JOGMECその他の関係機関について十分な財務基盤を確保する。

１．世界全体に対するインフラ案件向けリスクマネーの供給拡大

３． 関係機関の体制強化と財務基盤確保

海外インフラ

国

国際協力機構
（JICA)

国際協力銀行
（JBIC)

日本企業

財政投融資 一般会計出資金
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インフラなどの海外展開支援（JOGMEC） 経済産業省

資産価格が低下する好機をとらえ、資源の安定供給確保、我が国上流開発企業の競争力強化及び自主開発比率の向上等を図るため、法改正を含む
制度整備を図りつつ、企業買収・資本提携等の支援のためのＪＯＧＭＥＣのリスクマネー供給機能を拡充する。

① 施策の目的

Ｇ７議長国として資源価格の低迷下でも率先して資源開発投資を牽引し、将来の急激な資源価格の高騰のリスクを防ぐとともに、我が国上流開発企業
の国際競争力強化や資源の安定供給確保を図り、日本経済全体の持続的な成長を下支えする。

② 施策の概要

③ 施策の具体的内容

「質の高いインフラ輸出拡大イニシアティブ」
１．世界全体に対するインフラ案件向けリスクマネーの供給拡大
 世界の膨大なインフラ需要等に対応し、資源価格低迷による世界経済の減速及び将来の資源価格高騰リスクを低減させ、日本企業の受注・参入を一層後押しするた

め、今後５年間の目標として、インフラ分野に対して約 2,000 億ドルの資金等を供給する。
３．関係機関の体制強化と財務基盤確保
 質の高いインフラ輸出に果たす円借款の役割と規模の重要性に鑑み、拡大する円借款の持続的な供与を可能とするとともに、関係機関のリスクマネーの供給

拡大を可能とするよう、JICA、JBIC、NEXI、JOGMEC その他の関係機関について十分な財務基盤を確保する。

Ｋ

・石油・天然ガス等の権益獲得による自主開発比率等の向上を通じた我が国の資源の低廉かつ
安定的な供給の確保の実現

・企業買収・資本提携等による多様な資産・経営ノウハウ・技術力の獲得を通じた、我が国上流
開発企業の国際競争力強化

成果イメージ

石油・天然ガス等の
安定供給

国

海外資源会社、プロジェクト会社

出資

ＪＯＧＭＥＣ

主なスキーム、要件

出資

石油開発企業等

出資

将来の資源価格高騰の防止
産業競争力の維持・強化
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